
  平成２６年度     社会福祉法人 三心会 

               第１回  ２歳児担当保育士会議  会議録 

                                          日時： １０月１０日（金）１６：００～ 

                                          場所： 豊間根保育園 

                                          進行： 田川    記録：長澤 

 

１． 議題   

＊（第一保育園→D 織笠保育園→O 豊間根保育園→T とする。） 

（１） 自己紹介（クラス編成、担任編成） 

D…子ども１４名、保育士２名 

    O…２歳児４名、３歳児３名、計７名の混合クラス、  保育士１名、補佐１名 

    T…子ども２６名＋一時預り児１名、  保育士 4名（午後は３名）   

（２） 情報交換 

●食事について 

      D…スプーン使用。ほとんど自分で食べるが、ブロッコリー、白飯が苦手な子がおり、励ましながら食べ

るよう促す。箸の導入は年明けより考えている。おしぼりは個々で自由に使えるよう、手元に置いて

いる。歯磨きは、１０月から席で仕上げ磨きを済ませてから、手洗い場でうがいしている。アレルギー

児の対応は、他児と区別するため、別のトレー、皿の色を変えて出されている。 

     O…フォーク１名、しつけ箸３名使用。箸については、３歳児が使用する姿を見て刺激になっている。 

        箸は家庭でチャレンジして、園でも使用したい方はどうぞ、と声を掛けている。しつけ箸は、園で呼

びかけたものではなく、家庭で使用しているので持ってきている。保育士としては、しつけ箸に少々

疑問を感じている。（迷わず指穴に通して正しい持ち方ができるが、スプーンを持ってみると 

        正しい持ち方を忘れている等）家庭にはあまりそのような事は伝えず、どんどん挑戦してもらってい

る。おしぼりはテーブルの真ん中よりに置いて使用している。歯磨きは席についたまま行う。アレル

ギー児対応として、皿の色で区別されている。誰が入ってもひと目でわかることが重要。 

     T…スプーン使用。箸は個々に応じて発表会後、徐々に導入を考えている。スプーンの持ち方や皿を持

って食べるよう、呼びかけながら指導。咀嚼力が弱く、繊維質のものを溜め込んで時間を要する子

がいたが、最近飲み込めるようになってきた。おしぼりはテーブルの真ん中に集めているが、子ども

によっては必要な時にその都度使用。歯磨きは、食事のあとは席に着いたまま行い、午後のおやつ

は仕上げ磨きのあと手洗い場でうがいしている。アレルギー児の食事はラップに記名してもらって区

別している。 

●おやつについて 

おしぼりの使用について→D…食事と同じものを使用し、必要に応じて洗いながら使用。 

                     O…おしぼりは使用せず、必要に応じて自分のティッシュを使用。 

                T…ウエットティッシュを使用していたが、１０月から園児服を着用してハンカチ、ちりが 

                  みがポケットにあるので、自分でそれらを出して拭くようになった。子どもたちの様

子から、おやつがあまり必要ではなくなっているようで、午前は水分補給程度に牛

乳のみ検討している。  →各園それぞれ子どもの様子をみて決めても良い 



  （２）情報交換          

    ●トイレトレーニングについて 

      D…完全７名、午睡以外パンツ５名、オムツ２名 

      O…完全４名 

      T…完全５名、午睡以外パンツ１０名、オムツ１０名 

        今年度内に全員パンツにして、次の学年に上げたい。 

    ●衣服の着脱について 

       各園ほとんど自分で行うが、服のデザインや素材（きつい、伸びない、小さすぎるボタン）によっては

補助が必要。 裏返しや丁寧にたためるよう練習中。      

    ●発表会について 

      T…１１/１５   ・オープニング＜・音楽会ごっこ リズム遊び、うた、体操  →・はじめのことば＞ 

                ・遊戯＜・はたらくくるま（男児） ・マジカル KIRIMI（女児）＞ 

        O…１２/７    D…１２/１３ 

     

（３）環境見学について 

（４）今後の会議について 

   次回は１２月１８日に予定したい。 

織笠保育園の環境見学をした後、第一保育園を見学。その後会議を行う。 

議題：その後の保育の経過報告と発表会の反省について 

 

以上 

 

                              


